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平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
好
機
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共

生
社
会
の
実
現
を
図
る
観
点
か
ら
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
法
令
に
お
い
て
、
「
障
害
者
」
の
表
記
に
、
「
害
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
の

指
摘
も
あ
る
。 

 

戦
前
に
お
い
て
は
、「
碍
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
、
当
時
の
使
用
実
態
に
基
づ
き
当
用
漢
字
表

等
に
お
い
て
「
害
」
の
字
の
み
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
法
令
に
お
け
る
「
障
碍
」
の
語
を
「
障
害
」
に
改

め
て
き
た
。
そ
の
後
、
当
用
漢
字
表
の
後
継
と
し
て
、
常
用
漢
字
表
が
定
め
ら
れ
た
が
、「
害
」
の
字
の
み
が
採
用
さ
れ
、
状
況

に
変
化
は
な
か
っ
た
。
平
成
二
十
一
年
以
降
、
政
府
に
お
い
て
は
、
障
害
者
制
度
改
革
の
審
議
を
開
始
し
、「
障
害
」
の
表
記
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
審
議
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
表
記
が
あ
る
中
、
特
定
の
表
記
に
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

国
民
、
特
に
当
事
者
で
あ
る
障
害
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
今
後
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

「
害
」
の
字
を
、
人
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
等
の
東
ア
ジ

ア
の
漢
字
圏
に
お
い
て
は
、「
害
」
の
字
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
我
が
国
が
障
害
者
政
策
の
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
に
当
た
っ
て
も
、
早
急
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 
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本
法
に
お
い
て
も
、
「
財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
実
態
に
合
わ
せ
、
「
公
益
財
団
法
人
日

本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
協
会
が
交
ぜ
書
き
を
採
用
し
た
理
由
と

し
て
は
、
活
字
の
「
害
」
を
不
快
に
思
う
人
へ
の
配
慮
と
社
会
意
識
変
革
の
誘
因
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
障
害
者
の
参
加
の
更
な
る
促
進
を
通
じ
た

共
生
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
「
障
害
」
の
「
害
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
「
碍
」
の
字
の
常
用

漢
字
表
へ
の
追
加
の
可
否
を
含
め
、
所
要
の
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

右
決
議
す
る
。 




